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慢性炎症におよぽす低出力レーザー照射の影響
（1）Promoted Cicatrizationin Experimental Enthesitis
in Rats Following Laser Therapy
（2）Suppressed Tuberculin Reactionin Guinea Pigs
Following Laserlrradiation
（3）マイトゲン刺激による培養リンパ球増殖反応におよぽす低出力レー
ザーの影響
（4）レーザー治療前後のRA膝滑膜組織像の比較
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論　文　内　容　の　要　旨
〔目　的〕
慢性関節リウマチ（RA）に低出力レーザーが有用との多くの臨床報告がある。しかし、その
作用機序に関する基礎的研究は殆ど無く、不明な部分が多いため確立した冶療法とは考えられて
いない。RAが関節の慢性炎症を本態とする疾患であることを考えると、レーザー治療の有用性
を検討するためには、レーザー照射が慢性炎症にいかなる影響をおよぼすかを知る必要がある。
その点を明らかにするため、つぎのような研究を行なった。
〔方　法〕
（研究1）ラットアキレス腱付着部炎におよぼす低出力レーザー照射の影響：
6過令雄Lewisラット16匹（対照群8匹、レーザー群8匹）を使用し、アキレス腱付着部炎を
発症させた（武仲の方法）。レーザー群には、10mWレーザーを計28分間照射し、レーザー群、
対照群の組織像を比較検討した。
（研究2）モルモットツベルクリン反応におよぼす低出力レーザー照射の影響：
3週令雄モルモット（Hartley）60匹（対照群30匹、レーザー群30匹）を完全アジュバンドで
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感作後左右背部2ヶ所にツベルクリン注射を行なった。実験1（レーザー群10匹、対照群10匹）
ではレーザー群に、左右のツベルクリン反応部位のうちの1ヶ所にレーザー照射を行ない、経時
的に左右の紅斑面積を測定した。実験2（レーザー群10匹、対照群10匹）ではレーザー群にツ
ベルクリン反応を行なっていない部位にレーザー照射を行ない、経時的に左右の紅班面積を測定
した。実験3（レーザー群10匹、対照群10匹）では、実験1と同じ方法でレーザー照射を行な
ったが、ツベルクリン注射後8時間、24時間の局所の組織像を検討した。
（研究3）マイトゲン刺激によるリンパ球増殖反応におよぼす低出力レーザーの影響：
健常人末梢血より単核球を分離し、PHA刺激による増殖反応に対し、種々のエネルギーのレー
ザー照射を行ない、㌧トthymidineとり込み量を測定した。
（研究4）レーザー治療前後のRA膝滑膜組織像の比較：
レーザー治療前後の6例7膝のRA患者の膝滑膜組織像を比較検討した。
〔結　果〕
（研究1）低出力レーザー照射は、ラットアキレス腱付着部炎に対し肉芽組織の疲癌化を促進し
た。
（研究2）低出力レーザーを一側のツベルクリン反応部位に照射すると局所の反応を抑制した。
この抑制効果は、直接レーザー照射をしていない反対側のツベルクリン反応にも認めた。しかし、
ツベルクリン注射を行なっていない部位に照射しても、このような抑制効果は認められなかった。
組織学的には、局所に単核球優位の細胞浸潤を認める時期に、抑制作用を認めた。
（研究3）低出力レーザー照射は、PHA刺激によるリンノ1球増殖反応を低用量で抑制し、高用
量では促進した。
（研究4）低出力レーザー照射後のRA滑膜では、線維化、リンパ球浸潤の減少などの所見を認
めた。
〔考　察〕
低出力レーザーが慢性炎症におよぼす作用として、肉芽組織の療痕化が観察された。レーザー
が線維芽細胞への作用を通じて創傷治癒を促進するとの多くの研究があるが、慢性炎症の場にお
いても線維芽細胞に作用し、局所の線維化をおこすものと考えられる。一方、RAに対するレー
ザー治療が免疫系に作用して臨床効果をもたらすか否かが最も関心のあるところである。今回の
研究で、低出力レーザーがリンパ球に対して直接作用を有すること、動物実険でツベルクリン反
応が抑制されること、そして、実際のRA滑膜炎において、局所での細胞浸潤が抑制されること
がわかった。従って、RAに対するレーザー治療は、免疫系にも作用して臨床効果を発揮してい
る可能性が示唆された。
〔結　論〕
低出力レーザー照射は、慢性炎症に対して
1．肉芽組織の疲癌化を促進する。
2．免疫系に作用し、局所の免疫反応を修飾する。
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3．RA患者の関節にレーザー照射を行なうと、滑膜の線維化、リンパ球浸潤の減少を認めた。
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学位論文審査の結果の要旨
最近、慢性関節リウマチの治療に対する低出力レーザー照射の有効性が次第に問題となってい
るが、その作用機序は依然として明らかでない。本研究では慢性炎症の動物モデル、培養リンパ
球および人の慢性関節リウマチ組織に対する低出力レーザー照射の影響を種々の方法で検索し、
その作用機序を総合的に明らかにしようとする試みである。
1）低出力レーザー照射は肉芽組織の療痕化を促進することが、ラットアキレス腱付着部炎の
組織学的検索で示された。このことから、慢性炎症に低出力レーザー照射が有効であること
が明らかとなった。
2）低出力レーザー照射により、照射部位でも、また直接照射の当たらなかった部位において
もツベルクリン反応は抑制された。このような現象は血管周囲に単核球の浸潤の著明な時期
に認められた。このことから、レーザー照射の遅延性過敏症反応に対する抑制効果はリンパ
球を介する全身性のものであることが示された。
3）人の培養リンパ球に対するマイトゲン刺激による増殖反応は低出力レーザー照射で抑制さ
れることが明らかとなった。慢性関節リウマチに対する低出力レーザー照射の治療効果にお
いても免疫系の関与がつよく疑われる。
4）人の慢性関節リウマチに長期間、低出力レーザー照射を行なうと、線維増生とリンパ球浸
潤の減少が起こることがわかった。このことは低出力レーザー照射が人の慢性関節リウマチ
にも有効であることを示している。
以上の結果から、低出力レーザー照射は慢性関節リウマチの治療に有効であり、これは低出力
レーザー照射が慢性炎症に対し肉芽の疲痕化を促進し、また免疫反応を修飾することにもとずく
ことを示した興味ある研究であり、学位授与に値すると評価された。
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